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Studies on Sardine of Nagasaki VI. 

 On the Sardine in Oomura Bay.

Shigeru  YASAKA Teturo HIGUCHI and Katutoshi KAWASAKI

     Sardines in Oomura Bay have the largest corpulency  in comparison with sardine in 

the broad ocean when thy are about thirteen centimetres long. 

     Body length of fifteen or sixteen centimetres are the margin of growth in Oomura 

Bay, and they will perhaps swim away to the outer sea.
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【H】形態撃的研究

緒

大村湾、の特殊な地理的条件に依るものであろうが、 その湾内に産する錨は外海で獲られる錨

に較ぺて「特徴、特色がある」と世間で言はれて居る O

我々はその特徴、特色を設では形態学的に探求し、果して特徴があるもρかどうか。若し有
るとしたら明確な数字で表現出来はしないかと試みて見たのであるO

費 験

【1】 体長に対する頭長の関係

産 地一外海

種 類マイワシ Sardiniamelanosticta 

実験年月 昭和二七年11月--12月

大付湾内に産するマイワシと大村湾以外
Table 1. Relation of head-length to 

の外海に産するマイワシとを比較してその
body-length 

差違を明らかにしようとして、体長を等し

体長 くする両者マイワシの各頭長を測定したと

とろ次の表のような結果を得た。

大村漕内陸 【2】 体長に対する体高の関係

外海産 3.9 ~ 実験【 1】と同じ試料緬を使用して体長

を等しくする大村湾内産と外海産との真鍋

の体高を誤IJって次の表を得た。



1.実驗 〔1〕〔2〕〔3〕を通 じて先づ解るこ

とは大村湾内産の鰮が外海産の鰮に較べて肥

満感が大であることである。

換言すると外海産は大村湾内産に比して幾

分 スラツとした感 じ逆に大村湾内産は幾分ズ

ング リの感 じがする。

2.実驗 〔3〕〔4〕で判ることは体長が13Cm.

以上に伸びると伸びにつれて、大湾内産の特

徴が うすれることである。

敢へて極言することが許 さるれば、 外海か ら大村湾に侵入する鰮は幾糎の大 きさのものかは

明らか にしないがそれが大村湾内で大きくなるMarginは16cm.附 近ではあるまいか。

16cm.以 上に成長するとその特徴は薄れて外海産との區別が難か しく成 りそうだが実際には

湾外に脱出する ものでは無かろうかと想像出來る節が無いではない。 然 も脱出する時には外海

産鰮程度迄 痩せて居るらしく思へる。

長崎産組の研究〈第四報〉 63 

Table 2. Relation of body-height 10 Table ，~. Relation of corpulency to 

body-length body-length・

体長

大村湾内産 大和j湾内産

外、海産 外海産 11.7 

【3】 体長に対する肥満度の関係

実験(1)(2)と同じ材料を用びて、体長を等しくする両者に付て各肥満度を測定し次の結果

を得たO

【4】 昭和27年11月及び、12月に於ける月別肥満度体長を等しくせる両者に付て各月の肥満度

を測定したととろ次の様な表を得た。

【5] 体長に対する可食部の関係

前各実験と同様に体長を等しくする両者の
Table 4. Monthly corpulency of each sardines. 

可食部の重量を百分率で表はして比較したと

大村湾内陸 13cm. 14cm. 15cm. とろ次の結果を得た。

[a] 可会部の最多量のものの比較

11 月
Table. 5 Relation of maximum eatable 

12 月 11.7 portion to body-length. 

体

11 月 大村湾内産

12 月 11.2 外海産 68.7%1 

摘 要
[b】可食部の最少量のものの比較

Table 6. Relation of minimum ea1able 

portion to body-length 

体 13C長 国
1 1 14cm • 立E1 16c15cm ・

大村湾内産 60.8ガ 60.7μ 57.9ガ 一

外海産 60.1 56.3 64.5 62.7% 
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1.実驗 〔1〕か ら大村湾内産鰮 と外海産鰮 とを比較すると同体長のものの間では水分 、灰分

固形分に於ては目立つた差違は無い が脂肪に於ては常に大村湾内産の方がPercentageが 大であ

ることが判る。

2.実驗 〔2〕か らは大村湾内産と外海産と

を間はずマイワシに於ては脂肪 は表層内、胸

内、内臓に多量に含有せられ内層肉には意外

な程少 ししか含有せられてない ことが分 る。

尚Aの 実驗 〔3〕とBの 実験 〔2〕とから次の

表が出來上る

即ち肥満度の大 きい大村湾内産鰮 は同体長

の外海産鰮 よりも常に粗脂肪含有量が大であ

ることがはつきりする。
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【1】 可食部の組成

設でも体長を等しくする両者を比較することとする。

【a】体長 13cm.の錨を較ぺる。 【b】体長 14cm.の錨を比較する。

Table 7. Constituents of both sardines Table 8. Constituents of both sardines 
く13cm.long) (14cm. long) 

r、、
ノJ 分

大村湾内産 1.4% 大村湾内陸 1.3μ 

外海産 1.6 外海産 1.6 

【c】体長15cm.の錨を比較する O

Table 9. Constituents of both sardines Table 10. Fat-contents in eachportion of 

I
(15cm. long) both sardines. 

一両副灰分 十
表
一
層
一
肉
一

一
内
一

一
層
一

肉

一
-

h
H
H則

一

肉 内 臓

ァ:引ヴ::了1274::ア 大村湾内産 122.5μ4.3%1 16.2'%1 15.1μ 

外海底 I20.4 I 3.8 I 15.9 I 16.3 

【2】 魚体の各部位に於ける脂肪含有率

表層内.内層肉通胸肉.内臓の脂肪の含有率を比較する。

摘 要

Table 11. Relation of corpulency to fat 
in both sardines 

|体長I13cm.1 14cn..1 15cm 

肥満度 12.7 12.6 11.7 

大村湾内産
粗脂肪 7.3μ 6.2，% 5.7，% 

12.2 11.2 I 

外 海産
組脂肪 5.3μ 6.1% 5.5，% 


